
第９回「おおさわふれあい祭り」

援
を
受
け
、
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

温
か
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

っ
た
が
、
公
民
館
の
各
講
座
で
制
作
さ
れ
た
力
作
（
陶
芸
、
書
道
、
絵
画
等
）
の
展
示

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
り
作
り
上
げ
て
い
る

さ
わ
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
に
お
い
て
、
東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊
（
宇
都
宮
）
の
支

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
住
民
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
文
化
活
動
の
振
興
に

当
日
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
の
開
催
で
気
温
も
低
く
寒
さ
が
身
に
し
み
る
会
場
で
あ

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
制
服
装
着
体
験
や
３ 

１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
及
び
野
外
炊
具
１

機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

９
日
（
日
）
大
沢
公
民
館
・
大
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
『
第
９
回
お
お

よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
開
催
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
人
で

『
お
お
さ
わ
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
は
、
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
福
祉

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
自
衛
隊
の
参
加
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

や
大
沢
中
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
、
ダ
ン
ス
や
太
極
拳
な
ど
の
子
供
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ

号
の
装
備
品
展
示
な
ど
を
行
い
、
来
場
者
は
、
３ 

１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
の
大

明
さ
れ
、「
短
時
間
で
大
量
の
食
事
を
作
れ
て
、
す
ご
い
で
す
ね
」、「
ミ
リ
メ
シ
を
食
べ

き
さ
に
驚
い
た
り
、
炊
事
車
が
約
２
０
０
名
分
も
の
食
事
を
一
度
に
作
れ
る
こ
と
を
説

て
み
た
い
で
す
」、「
防
災
関
係
で
大
沢
地
区
に
自
衛
隊
車
両
が
き
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
」
と
の
反
響
が
あ
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
た
。

自衛隊栃木地方協力本部

～雨天決行！日光市おおさわふれあい祭りで地域交流を～

自衛隊ブースの様子

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
宇
都
宮
募
集
案
内
所
（
所
長　

本
郷
３
海
佐
）
は
、11
月

に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
採
用
広
報
活
動
を
所
員
一
丸
と
な
り
推
進
し
て
い
く
」
と

ま
た
、
今
後
の
進
路
に
自
衛
隊
を
選
択
す
る
か
迷
っ
て
い
る
高
校
１
年
生
や
自
衛
隊
の

宇
都
宮
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
各
関
係
協
力
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
興
味
の
あ
る
20
代
男
性
が
、
制
度
説
明
や
直
近
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

し
て
い
る
。


